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展覧会名 Archives

作家名 Mungo Thomson（マンゴ・トムソン）

会期 2020年 6月 12日 (金 ) – 7月 18日 (土 )

会場 MAKI Gallery / 表参道 , 東京 2F
MASAHIRO MAKI GALLERYは 6月より、MAKI Galleryに名称を変更いたします。*

このたびMAKI Galleryは、昨年に引き続きロサンゼルスを拠点として活動する作家、マンゴ・トムソンの
個展を開催いたします。

昨年 2019年、トムソンの日本初個展となった「Rods and Cones」は、同シリーズの作品を中心に展示され、
多くの人を魅了しました。このシリーズは、彼のモチーフのひとつである安価なチラシ、なかでも目や視力に
関する広告をとりあげ、それを 1000倍に拡大したものです。この作品は、印刷物がじつは CMYK（シアン、
マゼンタ、イエロー、ブラック）の４色のドットの集まりであり、私たちの網膜上の細胞、桿体（かんたい；
Rods）と錐体（すいたい；Cones）によって、巧みに映像として組み立てられているという ʻ からくり ʼ を明
らかにしています。ドットの大きさ、見る場所からの距離によって、像が結ばれたり結ばれなかったりするも
どかしさを、視力向上を売り文句とする広告で味わう、こうした認識の逆転こそがトムソンの作品制作の底辺
を流れる重要なコンセプトなのです。

2020年、本展覧会で私たちに投げかけられるのは ʻ 時間 ʼ に関する概念です。それを解くヒントは、昨年も
大きな注目を浴びた TIMEミラーにあります。私たちの認識する時間は「見えないし、手に触れることもでき
ない」、それは確かに常識的な見方でしょう。しかし作家は語ります。「鏡の中に映るものを毎日見て、時間が
あなたの顔にほどこしていることを毎日発見することにより、時間はその姿を明らかにするのです」。時間が
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私たちに与える変化（直接的に表現することを許されるのなら ʻ 老化 ʼ）、それこそが時間を可視化しているこ
とにほかならないことを、この作品は残酷にも告げています。

TIMEミラーにはもうひとつのトリックがあります。雑誌『TIME』の表紙に取り上げられることは、社会的
ステータスを確固なものとすることであり、自尊心を内外に誇示できる機会となります。そのために人は血の
にじむ努力をし、多くの時間やお金を費やすことでしょう。しかし、雑誌『TIME』の表紙の一部を鏡に写し
たこの作品は、費やされる時間をいともなく簡単に超えて 、私たちが虚栄心を満たすことを可能にしています。
ところが人は老い、いつかは死を迎え、せっかく手にした虚栄心も無に帰する 、まさに美術が長年扱ってき
たテーマを、TIMEミラーは白日のもとにさらし、時間を軸とした価値観に思わぬところから光を当てるのです。

本展覧会において日本で初めて紹介する作品「Stress Archive」 にも注目してみましょう。モチーフとなって
いる Stress Toy（ストレストイ）は、握りしめてストレスを発散する職場にありふれたグッズです。いかにも
ストレス社会を象徴する安価なおもちゃを、百科事典のごとく整列させ、アクリル樹脂を流し込み固めると、
まるで長い時間地層の中にあったように圧力がかかり、それらは変形していきます。作家はストレストイを、
卓上に展開された都市空間、あるいは考古学の視点で集められた文化財として ʻArchive（記録保管）ʼ したの
です。なんの変哲もないおもちゃが時間を経ることで、時代を象徴するかのような価値を与えられる……はか
ない ʻ 今 ʼ に、未来から視線を投げかけるこのシリーズにも、やはり時間に対する概念を見直す仕掛けが隠さ
れています。

時間を流れのままに静視する TIMEミラーシリーズと、時間を未来に進めそこから今を見つめる「Stress 

Archive」シリーズ。本展覧会では、時間が逆向きに流れる作品を同じ場所で鑑賞することで、それぞれのシリー
ズの意図をより深い次元で感じ、作家マンゴ・トムソンの作品を多角的に理解できる機会となります。ぜひ多
くの方にご高覧いただけますと幸いです。

作家紹介

1969年生まれ、カルフォルニア出身。ロサンゼルスを拠点に活動するアーティ
スト、マンゴ・トムソンは、慣例や通常の認識を覆す作品を多く創り出すことで
知られています。フィルムや音、オブジェ制作などと印刷物やアーカイブと融
合させ、常にそれらと接点を持ち続けることをコンセプトとして自身の境地を
開拓しています。2018年にシアトルのヘンリー・アート・ギャラリーとヒュー
ストン美術館で個展を開催し、ロサンゼルス現代美術館、メキシコのフメック
ス美術館、ロサンゼルスのアーマンド・ハマー美術館にてグループ展に出展さ
れました。また、北京で行われた第 2回 CAFAMビエンナーレ、ロサンゼルス
の「The Pacific Standard Time Public Art and Performance Festival」 、第 12回 イス
タンブールビエンナーレ、2008年ホイットニービエンナーレ、ニューヨーク の
「PERFORMA05」と第 9回ジュネーブ映像ビエンナーレに参加。 2013年には東
京都写真美術館で行われた第 5回恵比寿映像祭「パブリック⇄ダイアリー」に出
展されました。

- Mungo Thomson

（マンゴ・トムソン）
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〒 150-0001 東京都渋谷区神宮前 4-11-11

tel: 03 6434 7705 | fax: 03 6434 7706 | email: info@MakiGallery.com | web: www.MakiGallery.com

営業時間 : 火曜 - 土曜 11:30-19:00 | 定休日 : 日曜、月曜

本企画に関するお問い合わせは下記までお願い致します。*

作品紹介

Mungo Thomson

Stress Archive ($100 Bills, Alarm Clock, Beer Bottle, Flip Flop, Gold Violin, Hot Dog, Movie Star, Penguin, T. Rex)

2014-2020

Stress toys and Lucite

H13.0 x W38.1 x D48.3 cm

Mungo Thomson

Stress Archive (Bowling Pin, Clownfish, Cup of Coffee, High Heel, iPhone, Sheriff’s Badge, Slice of Bread, Syringe, Trophy)

2014-2020

Stress toys and Lucite

H11.5 x W38.1 x D48.3 cm




